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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

早いもので今年もあと１ヶ月足らずと
なりました。正月に起きた能登半島地震か
らほぼ 1 年が経過しましたが復興にはまだ
程遠く，被災者の方々に平穏な暮らしが早
く訪れることを願います。衆議院選挙で過
半数割れした与党ですが首相指名選挙の結
果，第２次石破内閣が発足し前途多難な再
出発となりました。一方，米国の大統領選
挙では接戦の末，来年１月トランプ次期大
統領が返り咲き，世界中が今後の動向に注
目しています。
「誌上ギャラリー」には天辰健二先生か

ら「余韻に浸る」をいただきました。クリ
スマスイルミネーションで輝く，みなと大
通り公園の幻想的でロマンチックな一コマ
が切り取られています。
「論説と話題」には長友医継副会長，は

じめ各専門医会会長の先生方からの年末の
ご挨拶と，医師会事務局長の中園豊明様，
臨床検査センター副センター長の甲斐貴之
様，医師会病院事務部長の吉村達也様，夜
間急病センター事務長の川畑一也様から，
１年を振り返りご寄稿いただきました。

大分市で開催された「第 60 回九州首市医
師会連絡協議会」での各会議・討議の内容と，
日本医師会会長，松本吉郎先生の特別講演，
日本旅館協会会長，桑野和泉氏の文化講演
などについてご報告いただきました。

宝山ホールで開催された「第 41 回市民
健康まつり」での北京五輪競泳メダリスト
宮下純一氏の講演など，健康学習主担当理
事のウェレット朋代先生からご報告いただ
きました。
「トピックス」には令和6年度会員表彰につ

いて報告されました。対象となられた先生方の
永年のご尽力に敬意を表したいと思います。
「学術」には鹿児島市医師会病院ペインク

リニック内科の園田拓郎先生からぎっくり
胸（胸椎椎間関節症）の１例をご報告いた
だきました。鹿児島市医師会病院脳神経内

科・総合内科の中川広人先生から，アルツ
ハイマー病に伴う軽度認知機能障害（MCI）
に対して保険適応となったレカネマブ投与
症例を中心に報告されています。鹿児島市
医師会病院外科の渡邉照彦先生から，手術，
化学療法，放射線治療，緩和治療などの集
学的治療の進歩により長期生存が得られて
いる消化器癌４例をご提示いただきました。
鹿児島市医師会病院緩和ケア科の馬見塚勝郎
先生からは，緩和ケア病棟で使用されてい
る予後予測シート「コスモスシート」の精
度についての統計学的考察と，臨床的有用
性について報告されています。鹿児島市内
科医会 10 月例会での静風荘病院女性内科の
天野惠子先生のご講演では，性差を考慮し
た医療の実践の経緯と東洋医学との併用の
有用性が述べられています。

粟博志先生の連載「音楽の散歩道」は，
ベートーヴェンの「第９」200 年記念シリー
ズで，豊富な図とともにベートーヴェン弾
きピアニストについて解説されています。
「リレー随筆」は鹿児島大学病院研修医の

厚地岳人先生の「さあ，映画だ」です。医療
に関連したテーマの洋画・邦画について簡潔
にして的確に解説され，厚地先生の映画につ
いての造詣の深さに敬服しました。
「鹿市医狂壇」の題吟は「掃除（そっ）」

です。これからも皆様のご投句をお待ちし
ています。

そして気が付けば，かの「2025 年」です。
いよいよ超高齢社会に突入し，医療・介護，
雇用，福祉などへの深刻な影響が懸念されて
います。一方，近年の AI の進歩は想像を遥
かに超え，さらにスーパーコンピューターを
凌ぐ「量子コンピューター」なるものも開発
が進み，いずれ従来コンピューターを補完す
る存在として活躍するであろうと ChatGPT
が教えてくれました。まずは 2025 年が良い
年になりますことを願いましょう。

（編集委員　森岡 康祐）
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